
同志社大学英文学会 

2011 年度年次大会および総会 

 

日時：2011 年 10 月 30 日(日) 13:00～17:10  

場所：同志社大学今出川校地 明徳館１番教室・ラウンジ 

受付：12:30～（明徳館 1 番教室前） 

 

開会の辞 (13:00 明徳館１番教室)                 会長 龍城正明 

 

年次大会 

研究発表（13：10-13：40 明徳館１番教室）            司会 中井 悟 

Pragmatic Implicatures and Contrastive Usage of wa in Japanese 

立命館大学嘱託講師 木村一紀 

 

研究発表（13：50-14：20 明徳館１番教室）            司会 石塚則子 

 機能しない共同体―Pudd’nhead Wilson における秩序と法の問題 

同志社大学嘱託講師 別所隆弘 

 

------------ 休憩 (40 分) 明徳館ラウンジにて -------------- 

 

特別講演（15:00～16:30 明徳館 1 番教室）            司会 林以知郎 

ナボコフと読者たち        京都大学大学院文学研究科教授 若島 正 

 

総会（16:30～17:10 明徳館 1 番教室）               司会 下楠昌哉 

 会計報告                               大沼由布 

 諸報告                                藤井 光 

 

閉会の辞                        大会準備委員長 白川恵子 

 

懇親会（18:00～20:00 17:30 から受付開）              司会 圓月優子 

会場：京都ガーデンパレス 祇園 （Tel. 075-411-0111） 

 〈烏丸通下長者町上る、KBS 京都南隣、蛤御門前、 

          地下鉄今出川駅 6 番出口、または丸太町駅 2 番出口 ともに徒歩 8 分〉 

 会費：6000 円 

 

 



特別講演者紹介―若島 正（わかしま・ただし） 

1952年京都生まれ。京都大学理学部および文学部卒。京都大学大学院文学研究科修士課程

修了。現在は京都大学大学院文学研究科教授。詰将棋作家、チェスプロブレム作家。毎日

新聞書評委員。翻訳家。著書に『乱視読者の英米短篇講義』（研究社、読売文学賞受賞）、『乱

視読者の帰還』（みすず書房、本格ミステリ大賞受賞）、『殺しの時間 乱視読者のミステリ

散歩』（バジリコ）、『ロリータ、ロリータ、ロリータ』（作品社）がある。訳書にナボコフ

『ロリータ』（新潮文庫）、『ディフェンス』（河出書房新社）、『透明な対象』（共訳、国書刊

行会）、『ローラのオリジナル』（作品社）など多数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


